
本日のまとめ 

働き方の多様化など，様々な環境変化→日本的な長期

雇用慣行の一部でもある企業年金・退職金制度の枠内

だけでの議論には限界 

公的年金・私的年金，年金・税の枠にとらわれず，引

退後所得保障システム全体を捉える総合的な視点が重

要――「積上げ型」から「穴埋め型」へ 
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